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1. はじめに 

現在、照明による物の見え方に関する研究はいくつ

かあるが、建築材料を対象にした研究はほとんどな

い。そこで本研究は、ライトアップによる建築仕上

材料の凹凸表面の見え方と、その評価方法について

検討し、凹凸表面の状態とライトの当て方による凹

凸表面の光と影の見え方に関する資料を得ることを

目的としている。  

本報告は、光と影による仕上げパターンの見え方に

ついて 8 種類の仕上げパターンを施工した試験壁を

対象とし、ハロゲンランプを用いて、光源の強さを

6 段階に変えて照射し、写真を撮影した。その写真

を用いて、光と影による凹凸が良く見える輝度と壁

面全体の影のグラデーションおよび輝度の差につい

て官能検査を行ったものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．実験方法 

2.1 試験壁の種類 

試験壁は、厚さ 10 ㎜、900×1800mm のフレキシブ

ル板に表 1、写真 1 に示す 8 パターンを施工したも

のである。また、試験壁の表面色は陰影を明確にす

るため、白色の塗布材(ジョリパット)を塗布した。 

2.2 照射方法および撮影方法 

実験は、暗室で行い、図1に示すようにハロゲンラ

ンプ(F社製 250W)を使用し、光源の強さを100、300、

500、1000、2000、3000㏓の6段階とし照射した。光

源の強さは試験壁中央から光源に向け測定し、撮影

は図1に示すように固定台に設置したカメラで全体

を撮影した。 

2.3 輝度測定 

(1)測定箇所 

測定は輝度計(KM 製 LS-110)を用いて行い試験壁か

ら1500㎜離れた位置より図2に示す各部を測定した。 
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図 2.輝度の測定箇所(左：全体図、右：拡大図) 

写真 1.試験壁の凹凸仕上げパターンの種類 
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図 1.照射方法および撮影方法 
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表 1.試験壁の凹凸仕上げパターンの種類 

K・5mm・なし K・5ｍｍ・1 K・8ｍｍ１、3 K・8ｍｍ・3、5

R・8ｍｍ・3 R・8ｍｍ・3、5 Y・8ｍｍ・凹凸あり Y・8ｍｍ・凹凸なし
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図 4.各種試験壁の写真を見せた時に光と影が明確に見えると回答した時の輝度と照度 

図 5.各種試験壁の写真を見せた時に影のグラデーションが良いと回答した時の輝度の差と照度 
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(b)くし引き、8mm、3.5 厘、粗め (a)ロック、8mm、3.5 厘、粗め 

写真 2．光源の強さと凹凸の見え方(例示) 
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図 3.各種試験壁の輝度の差と照度 
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3．官能検査 

官能検査は、通常視力を有する男女 20 名（男：10

名、女：10名）を対象に検査を行った。 

試験体の写真を、被験者に提示し「光と影が最も明

確に見える箇所」と「影のグラデーションが最も良

いと感じる照度」を目視にて評価させ、その結果を

人数総数で割り、人数百分率で評価を行った。 

4．結果および考察 

各種試験壁の輝度の差と照度の関係を図 3に示す。 

図 3より、試験壁がロックの時、表面がおとなしい

場合は輝度の差が一定の値となったが、粗い場合は

2000lxを境に急激に上がっている。試験壁がゆず肌

の時、表面の凹凸がない場合は、輝度の差が一定の

値となったが、凹凸がある場合は 1000～2000lxに掛

けて急激に上がり、その後ほぼ一定となった。 

試験壁が、くし引きの場合はどの条件でも輝度の差

が小さく一様の結果が得られた。 

以上のことから、各種試験壁では、100～500lx で

は輝度の差による見え方の違いに影響は少ないため、

1000～3000lx 以上の照度でライトアップをするこ

とが有効であると言える。また、表面の凹凸による

影響の方が、骨材による影響よりも、見え方に大き

な影響を与えると言える。 

各種試験壁の写真を見せた時に光と影が明確に見

えると回答した時の輝度と照度の関係を図 4 に示す。 

図 4より、写真を見せた時に光と影が明確に見える

と回答した時の輝度は、照度が高くなるにつれて大

きくなると言える。また、表面の仕上げに骨材が入

ると 1000～2000lx で人は良いと感じ、3000lx では

良いと感じないと言える。一方で、骨材が無いと照

度が 1000lx以上では、光と影が明確に見えると回答

した時の輝度は大きくなると言える。また、骨材に

よって良く見えると感じる箇所は異なるが、どの表

面凹凸でも 2000lxの時に約 40cd/㎡、3000lxの時に

約 60cd/㎡で、人は良いと感じると言える。 

以上の結果より、表面に骨材が入っているものをラ

イトアップする時は、照度を 1000～2000lxにすると

良いと言える。また、照度が 2000lxの時に約 40cd/

㎡、3000lx の時に約 60cd/㎡で人は良いと感じると

言える。 

各種試験壁の写真を見せた時に影のグラデーショ

ンが良いと回答した時の輝度の差と照度の関係を図

5に示す。 

図 5 より、各種試験壁において 100～500lxの時に

影のグラデーションが良いと回答した時の輝度の差

が低く、1000～3000lxと照度が上がるにつれて、影

のグラデーションが良いと回答した時の輝度の差も

高い値を示した。 

また、影のグラデーションが良いと回答した時の輝

度の差は、試験壁表面がおとなしいものほど、照度

による影響が強く、表面が粗いものほど、その影響

は小さいと考えられる。 

 以上のことから、各種試験壁において、影のグラデ

ーションは 100～500lxの時に低い値を示し、照度が

1000lx以上になると、照度の強さに比して、影のグ

ラデーションも良いと感じると言える。 

5．まとめ 

試験壁(900×1800 ㎜)にスポットライトを当てて、

壁の全表面の輝度と輝度の差および凹凸の仕上表面

の光と影による見え方について、検討した結果を以

下に要約する。 

1) 100～500lx では輝度の差による見え方の違い

に影響は少ない。 

2) 表面の凹凸よりも、骨材による影響の方が見え

方に大きな影響を与える。 

3) 表面凹凸は 2000lx の時に約 40cd/㎡、3000lx

の時に約 60cd/㎡で良いと感じる。 

4) 影によるグラデーションは、表面がおとなしい

ほど照度による影響が強い。 

5) 影によるグラデーションは、表面が粗いほど照

度による影響は小さい。 

6) 仕上表面をライトアップする時は、照度を 1000

～2000lxにすると良い。 
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